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申込み、問合せは
各支部技術担当者へ
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「
も
っ
と
節
税
対
策
を
し
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
」
と
申
告
の
準
備

を
し
な
が
ら
考
え
て
い
る
皆
さ

ん
、「
国
民
年
金
基
金
」
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
か
？
「
国
民
年
金
基

金
」
は
自
営
業
者
等
の
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し

た
国
の
年
金
制
度
の
一
つ
で
す
。

厚
生
年
金
と
の
年
金
格
差
是
正

の
目
的
で
国
民
年
金
の
人
に
も

「
2
階
建
」で
年
金
が
受
給
で
き
る

よ
う
に
、
1
9

9
1
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

65
歳
か
ら
国
民

年
金
の
老
齢
基

礎
年
金
と
一
緒

に
基
金
か
ら
老
齢
年
金
が
支
給
さ

れ
れ
ば
、
頼
り
に
な
る
老
後
資
金

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

魅
力
は
何
と
言
っ
て
も
税
制
上

の
特
典
が
あ
る
こ
と
で
、
掛
金
が

全
額
�
社
会
保
険
料
控
除
�
に
な

り
ま
す
。
掛
金
の
上
限
は
月
額
6

・
8
万
円
（
年
額
81
・
6
万
円
）

で
、
全
額
が
控
除
で
き
る
の
で
節

税
効
果
が
大
き
い
の
で
す
ね
。

東
京
土
建
の
組
合
員
で
あ
れ
ば

「
全
国
建
設
技
能
者
国
民
年
金
基

金
」
に
加
入
で
き
ま
す
。
設
計
内

容
は
、
加
入
者
一
人
一
人
の
老
後

の
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
多
様
な
仕

組
み
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
希
望
の
掛
け
金
額
や
年
金

額
を
指
示
し
て
契
約
内
容
の
設
計

を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
点
で
は
民
間
の
生
命
保
険

な
ど
と
似
て
い
ま
す
。
異
な
る
の

は
、
加
入
し
た
後
に
掛
金
を
払
う

の
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
支
払

い
を
一
時
止
め
る
こ
と
や
、
途
中

で
掛
金
の
額
を
増
減
で
き
る
の
で

助
か
り
ま
す
。
注
意
点
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い

る
方
や
未
納
に
し

て
い
る
方
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
途
中
解
約
は

で
き
ま
せ
ん
。
65

歳
に
な
っ
た
ら
掛

け
た
金
額
に
見
合
っ
た
額
の
年
金

を
老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
年
金

と
し
て
併
せ
て
受
給
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
全
国
建
設
技
能
者
国
民
年
金

基
金
」
は
2
0
1
9
年
4
月
に
全

国
国
民
年
金
基
金
と
合
併
し
ま
す

が
、
掛
金
や
年
金
額
等
の
仕
組
み

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

税
制
上
の
取
扱
い
に
も
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

合
併
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方

①
国
民
年
金
基
金
で
は
加
入
の
際

に
、
加
入
し
た
時
期
、
加
入
時
の

年
齢
に
応
じ
、
掛
金
額
と
給
付
額

を
契
約
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
合

併
に
際
し
て
、
こ
の
契
約
は
そ
の

ま
ま
、
全
国
基
金
に
引
き
継
が
れ

る
の
で
、
「
加
入
員
が
支
払
う
掛

金
や
受
給
者
が
受
け
取
る
年
金
額

は
一
切
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。

ま
た
、
税
制
上
の
取
扱
い
に
も
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
基
金
に
よ
っ
て
財
政
状
況
は
異

な
り
ま
す
が
、
今
回
の
合
併
は
、

個
別
基
金
間
の
利
害
を
超
え
て
、

い
わ
ば
大
同
団
結
と
し
て
、
各
基

金
が
現
に
持
っ
て
い
る
資
産
や
債

務
を
そ
の
ま
ま
全
国
基
金
に
持
ち

寄
る
形
で
行
な
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
合
併
に
伴
っ
て
「
加
入
員
・

受
給
者
の
皆
様
に
新
た
な
負
担
は

一
切
生
じ
ま
せ
ん
」
。

社
会
保
険
労
務
士

長
谷
川
陽
子

長谷川さん

【
総
合
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
発
】

調
布
支
部
所
属
で
鉄
筋
工
事
業
の

（
株
）
全
鉄
・
代
表
取
締
役
、
渡

辺
大
起
さ
ん
（
28
歳
）
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

17
歳
で
友
人
に
誘
わ
れ
こ
の
業

界
に
入
り
、
25
歳
で
独
立
、
1
年

後
に
は
法
人
化
、
そ
の
半
年
後
に

社
会
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。
現

在
は
土
建
国
保
の
適
用
除
外
を
社

員
の
大
半
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

独
立
し
た
時
は
、
仕
事
が
で
き

る
か
ら
も
ら
え
る
と
思
っ
た
が
、

若
い
か
ら
仕
事
が
大
丈
夫
か
と
不

安
視
さ
れ
、
1
年
近
く
は
仕
事
が

甘
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

思
え
ば
、
早
め
に
法
人
に
し
た
お

か
げ
で
、建
設
業
許
可
も
取
得
し
、

仕
事
も
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

現
在
11
人
の
社
員
を
雇
用
、
社

員
の
平
均
年
齢
も
30
歳
と
若
い
社

員
が
多
く
い
ま
す
。
現
場
は
野
丁

場
が
多
く
、
朝
5
時
45
分
に
は
出

て
い
き
ま
す
の
で
、
社
員
の
多
く

は
会
社
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま

す
。
現
場
に
よ
っ
て
は
7
時
45
分

か
ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
参
加
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
い
人
の
為
に
も
言

う
べ
き
こ
と
を
言
う

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た

時
に
、
働
い
て
い
た
会
社
の
社
長

か
ら
給
料
は
も
う
上
げ
ら
れ
な

い
、
他
の
仕
事
を
見
つ
け
た
ら
ど

う
だ
と
言
わ
れ
、
こ
れ
で
は
こ
の

業
界
に
若
い
人
は
入
職
し
て
こ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
鉄
筋
工
事
の

現
場
は
他
の
職
種
に
比
べ
、
身
体

を
酷
使
し
ま
す
。
特
に
夏
は
大
変

で
す
。
長
年
続
け
る
こ
と
は
厳
し

い
職
種
で
す
。
そ
の
分
賃
金
が
よ

く
て
当
た
り
前
で
す
が
、
な
か
な

か
工
事
単
価
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

若
い
人
が
こ
の
業
種
に
入
っ
て
く

る
よ
う
に
魅
力
あ
る
業
種
に
す
る

た
め
に
、
経
験
を
生
か
し
て
、
仕

事
先
に
単
価
の
引
き
上
げ
や
労
働

環
境
の
改
善
を
う
る
さ
い
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
言
っ
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
と
の
つ
な
が
り
は
、

知
り
合
い
の
会
社
か
ら
調
布
支
部

さ
ん
は
い
い
よ
と
言
わ
れ
、
独
立

後
に
訪
問
し
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ

な
業
務
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
組

合
へ
の
要
望
は
、
若
い
人
が
所
帯

を
も
っ
て
も
生
活
で
き
る
賃
金
水

準
を
つ
く
る
た
め
、
同
業
他
社
と

い
ろ
い
ろ
話
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
教
務
部
長
・

西
岡
貴
之
記
】
1
月
30
・
31
日
に

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
、
「
Ｗ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
モ
ク
コ
レ
）

2
0
1
8
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

3
回
目
と
な

る
今
回
は
、
今

秋
に
東
京
で
初

開
催
予
定
の

「
全
国
育
樹
祭
」

の
記
念
行
事
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
木
材
の
大
消
費
地
で
あ
る
東

京
で
の
利
用
拡
大
に
向
け
て
、「
多

摩
産
材
」
を
始
め
と
す
る
日
本
各

地
の
地
域
材
を
活
用
し
た
建
材
や

家
具
な
ど
を
多
数
展
示
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
著
名
な
建
築
家
や
学
識

経
験
者
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
は
指

導
員（
片
岡
茂
樹
さ
ん
・
葛
飾
、山

田
幸
延
さ
ん
・
江
東
、
梅
谷
佳
成

さ
ん
・
品
川
）と
卒
業
生（
韮
澤
健

太
さ
ん
・
目
黒
）が
参
加
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
の「
鉋（
か
ん
な
）掛
け
」

の
実
演
・
体
験
指
導
の
ほ
か
、
ス

テ
ー
ジ
正
面
の
ブ
ー
ス
で
、
来
場

者
に
も
体
験
指
導
を
行
な
い
ま
し

た
。
極
薄
の
鉋
屑
や
ツ
ル
ツ
ル
の

表
面
に
、
参
加
者
は
皆
驚
き
、
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
初
日
の

最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
「
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
工

房
ラ
イ
ブ
」
と
し
て
、
匠
の
技
を

ス
テ
ー
ジ
上
で
披
露
。
青
年
技
能

競
技
大
会
の
課
題
で
あ
る
「
四
方

転
び
踏
み
台
」
の
制
作
を
、
工
程

ご
と
に
実
演
・
解
説
し
ま
し
た
。

【
特
別
教
育
な
ど
】

足
場
①
3
月
7
日
（
水
）
池
袋
、

②
4
月
24
日
（
火
）
池
袋
、
7
千

円自
由
研
削
砥
石
4
月
18
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
4
月
19
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）3
月
6
〜
7
日（
火

水
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

【
作
業
主
任
者
】

足
場
4
月
10
〜
11
日
（
火
水
）
池

袋
、
1
万
1
千
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
4
月

19
〜
20
日
（
木
金
）
池
袋
、
1
万

1
千
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
1
万
円
（
建
築

士
事
務
所
に
所
属
す
る
全
員
が
3

年
ご
と
に
受
講
）
①
3
月
6
日

（
火
）
全
建
総
連
神
奈
川
県
連
会

館
（
東
神
奈
川
）
、
②
3
月
8
日

（
木
）
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
（
大

久
保
）

管
理
建
築
士
講
習
1
万
2
千
円

（
建
築
士
事
務
所
で
管
理
建
築
士

と
な
る
予
定
・
将
来
見
込
の
方
）

3
月
22
日
（
木
）
池
袋

軽
天
（
正
規
）

末
継
常
雄
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
2
1
2
―
4
0
3
8

と
び
（
正
規
）

伝
匠
建
設
合
同
会
社
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
4
5
9
―
5
8
5
7

配
管
工
・
解
体
現
場
監
督
・
重
機
オ
ペ

（
正
規
）

㈲
山
壁
解
体
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
8
5
6
―
7
1
8
2

畳
工
（
正
規
）

田
村
畳
店
（
北
支
部
）

☎
3
9
6
9
―
0
8
2
8

塗
装
工
（
正
規
）

㈲
ペ
イ
ン
ト
・
ニ
シ
カ
ワ（
板
橋
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
8
1
8
―
6
3
6
2

電
工
・
空
調
工
・
エ
ア
コ
ン
取
り
付
け

（
正
規
）

㈱
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ク
ス
（
板
橋
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
0
4
2
―
5
2
3
0

と
び
・
土
工
（
正
規
）

㈲
飯
野
組
（
板
橋
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
5
0
5
―
3
4
6
2

現
場
管
理
（
正
規
）

㈲
テ
ィ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ー
ル
（
足
立

支
部
）

☎
3
8
9
0
―
3
8
4
4

配
管
工
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈱
昌
一
（
杉
並
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
8
1
9
―
0
0
1
7

塗
装
（
正
規
）

建
装
社
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3
8
1
2

軽
量
鉄
骨
、
内
装
（
正
規
）

西
工
業
㈱
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
4
0
5
―
0
3
1
2

オープニングの舞台では鉋掛けを披露

カレッジ

モ
ク
コ
レ
で
披
露

調布支部の渡辺大起さん

極
薄
の
鉋
屑
に
驚
き
の
声

知人の勧めで加入したと語る渡辺さん
26

頼
り
に
な
る
老
後
資
金

�
国
民
年
金
基
金
�で
節
税
を

早めの法人化で仕事が早めの法人化で仕事が


